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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信ネットワーク（６００）のユーザ装置（６０５）と通信するための基地局（６０３
）における方法であって、前記基地局（６０３）は、第１のユーザ装置カテゴリ及び該第
１のユーザ装置カテゴリと異なる第２のユーザ装置カテゴリを含む少なくとも２つのユー
ザ装置カテゴリから選択されたユーザ装置カテゴリに従って前記ユーザ装置（６０５）と
通信するように構成され、前記方法は、
　前記少なくとも２つのユーザ装置カテゴリと、前記第１のユーザ装置カテゴリに関連付
けられる、少なくとも第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数とについての情報を、前記
ユーザ装置（６０５）から受信することであって、少なくとも第２の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ
送信レイヤ数が前記第２のユーザ装置カテゴリに関連付けられる、ことと（７０１ａ、７
０１ｂ、７０１ｄ、９０１）、
　前記基地局が前記第１のユーザ装置カテゴリをサポートする場合に、前記基地局がサポ
ートする前記第１のユーザ装置カテゴリに対応する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイ
ヤ数の指標を前記ユーザ装置へ送信することと（７０２ａ、７０２ｂ、７０２ｄ、８０４
）
を含む方法。
【請求項２】
　最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数の前記指標は、前記第１の最大ＤＬ　ＭＩＭ
Ｏ送信レイヤ数より大きくないか、
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　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数の前記指標は、無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）プロトコルを介して前記ユーザ装置（６０５）に送信されるか（７０２ａ、７０２ｂ
、７０２ｄ、８０４）、及び／又は、
　前記第２のユーザ装置カテゴリ及び前記第２の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数は、ロ
ング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）のリリース８／９に関連付けられ、かつ、前
記第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数がＬＴＥのリリース１０に関連付けられる、こ
とを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数まで前記ユーザ装置（６０５）と通信を
行うことと（７０３ａ、７０４ｂ、７０２ｃ、７０４ｄ、８０５）、及び／又は、
　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数に従ったチャネル状態情報を前記ユーザ
装置（６０５）から受信することであって、チャネル状態情報は、前記ユーザ装置（６０
５）と前記基地局（６０３）との間の無線チャネル（６０４）の状態についての情報を含
む、ことと（７０３ｂ、７０３ｄ、８０３）、をさらに備え、
　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数まで前記ユーザ装置（６０５）と通信を
行うこと（７０３ａ、７０４ｂ、７０２ｃ、７０４ｄ、８０５）は、前記基地局（６０３
）から前記ユーザ装置（６０５）への方向へのダウンリンク通信であることを特徴とする
請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　通信ネットワーク（６００）の基地局（６０３）と通信するためのユーザ装置（６０５
）における方法であって、前記ユーザ装置（６０５）は、第１のユーザ装置カテゴリ及び
該第１のユーザ装置カテゴリと異なる第２のユーザ装置カテゴリを含む少なくとも２つの
ユーザ装置カテゴリから選択されたユーザ装置カテゴリに従って前記基地局（６０３）と
通信するように構成され、前記方法は、
　前記少なくとも２つのユーザ装置カテゴリと、前記第１のユーザ装置カテゴリに関連付
けられる、少なくとも第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数とについての情報を、前記
基地局（６０３）へ送信することであって、少なくとも第２の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レ
イヤ数が前記第２のユーザ装置カテゴリに関連付けられる、ことと（７０１ａ、７０１ｂ
、７０１ｄ、９０１）、
　前記基地局が前記第１のユーザ装置カテゴリをサポートする場合に、前記基地局がサポ
ートする前記第１のユーザ装置カテゴリに対応する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイ
ヤ数の指標を前記基地局から受信することと（７０２ａ、７０２ｂ、７０２ｄ、８０４）
を含む方法。
【請求項５】
　最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数の前記指標は、前記第１の最大ＤＬ　ＭＩＭ
Ｏ送信レイヤ数より大きくないか、
　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数の前記指標は、無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）プロトコルを介して前記基地局（６０３）から受信されるか（７０２ａ、７０２ｂ、
７０２ｄ、９０５）、及び／又は、
　前記第２のユーザ装置カテゴリ及び前記第２の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数は、ロ
ング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）のリリース８／９に関連付けられ、かつ、前
記第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数がＬＴＥのリリース１０に関連付けられる、こ
とを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数まで前記基地局（６０３）と通信を行う
ことと（７０３ａ、７０４ｂ、７０２ｃ、７０４ｄ、９０６）、
　前記ユーザ装置（６０５）と前記基地局（６０３）との間で、かつ、前記最大サポート
ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数に従った、無線チャネル（６０４）の状態についてのチャネ
ル状態情報を取得することと（７０３ｂ、７０３ｄ、９０３）、及び／又は、
　前記基地局（６０３）へ前記チャネル状態情報を送信することと（７０３ｂ、７０３ｄ
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、９０４）、をさらに備え、
　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数まで前記基地局（６０３）と通信を行う
こと（７０３ａ、７０４ｂ、７０２ｃ、７０４ｄ、９０６）は、前記基地局（６０３）か
ら前記ユーザ装置（６０５）への方向へのダウンリンク通信であることを特徴とする請求
項４又は５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数についての前記情報は、前記ユーザ装置（
６０５）で予め設定されていることを特徴とする請求項４乃至６のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項８】
　通信ネットワーク（６００）のユーザ装置（６０５）と通信するための基地局（６０３
）であって、前記基地局（６０３）は、第１のユーザ装置カテゴリ及び該第１のユーザ装
置カテゴリと異なる第２のユーザ装置カテゴリを含む少なくとも２つのユーザ装置カテゴ
リから選択されたユーザ装置カテゴリに従って前記ユーザ装置（６０５）と通信するよう
に構成され、前記基地局（６０３）は、
　前記少なくとも２つのユーザ装置カテゴリと、前記第１のユーザ装置カテゴリに関連付
けられる、少なくとも第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数とについての情報を、前記
ユーザ装置（６０５）から受信するように構成され、少なくとも第２の最大ＤＬ　ＭＩＭ
Ｏ送信レイヤ数が前記第２のユーザ装置カテゴリに関連付けられる、受信部（１００８）
と、
　前記基地局が前記第１のユーザ装置カテゴリをサポートする場合に、前記基地局がサポ
ートする前記第１のユーザ装置カテゴリに対応する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイ
ヤ数の指標を前記ユーザ装置（６０５）へ送信するように構成される送信部（１００３）
と
を備える基地局。
【請求項９】
　前記ユーザ装置（６０５）へ送信される最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数の前
記指標は、前記第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数より大きくないか、
　前記送信部（１００３）は、さらに、前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数に
ついての前記情報を、無線リソース制御（ＲＲＣ）プロトコルを介して前記ユーザ装置（
６０５）に送信するか、及び／又は、
　前記第２のユーザ装置カテゴリ及び前記第２の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数は、ロ
ング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）のリリース８／９に関連付けられ、かつ、前
記第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数がＬＴＥのリリース１０に関連付けられる、こ
とを特徴とする請求項８に記載の基地局。
【請求項１０】
　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数まで前記ユーザ装置（６０５）と通信を
行うように構成された通信部（１００５）を、さらに備え、
　前記受信部（１００８）は、さらに、前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数に
従ったチャネル状態情報を前記ユーザ装置（６０５）から受信するように構成され、チャ
ネル状態情報は、前記ユーザ装置（６０５）と前記基地局（６０３）との間の無線チャネ
ル（６０４）の状態についての情報を含み、
　前記通信部（１００５）は、前記基地局（６０３）から前記ユーザ装置（６０５）への
方向へのダウンリンク通信で、前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数まで前記ユ
ーザ装置（６０５）と通信を行うように構成されることを特徴とする請求項８又は９に記
載の基地局。
【請求項１１】
　通信ネットワーク（６００）の基地局（６０３）と通信するためのユーザ装置（６０５
）であって、前記ユーザ装置（６０５）は、第１のユーザ装置カテゴリ及び該第１のユー
ザ装置カテゴリと異なる第２のユーザ装置カテゴリを含む少なくとも２つのユーザ装置カ
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テゴリから選択されたユーザ装置カテゴリに従って前記基地局（６０３）と通信するよう
に構成され、前記ユーザ装置（６０５）は、
　前記少なくとも２つのユーザ装置カテゴリと、前記第１のユーザ装置カテゴリに関連付
けられる、少なくとも第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数とについての情報を、前記
基地局（６０３）へ送信するように構成され、少なくとも第２の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信
レイヤ数が前記第２のユーザ装置カテゴリに関連付けられる、送信部（１１０８）と、
　前記基地局が前記第１のユーザ装置カテゴリをサポートする場合に、前記基地局がサポ
ートする前記第１のユーザ装置カテゴリに対応する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイ
ヤ数の指標を前記基地局から受信するように構成される受信部（１１０１）と
を備えることを特徴とするユーザ装置。
【請求項１２】
　前記受信部（１１０１）は、さらに、最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数の前記
指標を前記基地局（６０３）から受信するように構成され、最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ
送信レイヤ数の前記指標は前記第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数より大きくないか
、
　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数の前記指標は、無線リソース制御（ＲＲ
Ｃ）プロトコルを介して前記基地局（６０３）から受信されるか、及び／又は、
　前記第２のユーザ装置カテゴリ及び前記第２の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数は、ロ
ング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）のリリース８／９に関連付けられ、かつ、前
記第１の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数がＬＴＥのリリース１０に関連付けられる、こ
とを特徴とする請求項１１に記載のユーザ装置。
【請求項１３】
　前記最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数まで前記基地局（６０３）と通信するよ
うに構成される通信部（１１０５）と、
　前記ユーザ装置（６０５）と前記基地局（６０３）との間で、かつ、前記最大サポート
ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数に従った、無線チャネル（６０４）の状態についてのチャネ
ル状態情報を取得するように構成される取得部（１１０９）と、及び／又は、
　前記基地局（６０３）へ前記チャネル状態情報を送信するように構成される送信部（１
１０８）と、をさらに備え、
　前記通信部（１１０５）は、最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数まで前記基地局
（６０３）と、前記基地局（６０３）から前記ユーザ装置（６０５）への方向へのダウン
リンク通信で通信するように構成されることを特徴とする請求項１１又は１２に記載のユ
ーザ装置。
【請求項１４】
　前記第２の最大ＤＬ　ＭＩＭＯ送信レイヤ数についての前記情報は、前記ユーザ装置（
６０５）で予め設定されていることを特徴とする請求項１１乃至１３の何れか１項に記載
のユーザ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的には、基地局、ユーザ装置（ＵＥ）、及びそれらの方法に関するもの
である。より具体的には、無線通信、特にユーザ装置の機能に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　典型的なセルラー無線システムにおいて、複数の無線端末は、無線アクセスネットワー
ク（ＲＡＮ）を介して１つ以上のコアネットワーク（ＣＮ）と通信を行う。複数の無線端
末は、モバイル電話機と、スマートフォン、セルラー電話機、モバイルターミネイション
などの無線機能を有するタブレットコンピュータ及びラップトップなどの、モバイルステ
ーション及びユーザ装置ユニットの少なくとも何れかとして知られており、したがって、
例えば、無線アクセスネットワークを介して音声及びデータの少なくとも何れかを通信す
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る、ポータブル、ポケットストレージ、携帯型、コンピュータ搭載型、又は車両搭載型の
モバイルデバイスであってもよい。
【０００３】
　ＲＡＮは、基地局（ＢＳ）、例えばいわゆるノードＢ、発展ノードＢ（ｅＮＢ）又は基
地局（ＢＴＳ）である無線基地局（ＲＢＳ）によって管理される複数のセル領域に分割さ
れた地理的領域をカバーする。用語「基地局」は、上記例示の何れかを参照する場合に以
下で使用される。セルは、基地局サイトで無線基地局機器によって無線カバレージが提供
される地理的領域である。複数の基地局は、基地局の範囲内のユーザ装置ユニットと、無
線周波数で動作するエアインタフェースを介して通信を行う。
【０００４】
　無線アクセスネットワークのいくつかのバージョン、特に旧バージョンにおいて、いく
つかの基地局は、例えば地上通信線又はマイクロウェーブによって無線ネットワークコン
トローラへ典型的に接続される。無線ネットワークコントローラはまた、時には、それら
へ接続される基地局の種々の機能を監視するか指示する基地局制御装置（ＢＳＣ）として
機能する。無線ネットワークコントローラは、１つ以上のコアネットワークへ典型的に接
続される。
【０００５】
　ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）は、グロー
バル・システム・フォー・モバイル・コミュニケーションズ（ＧＳＭ）から進化した第３
世代モバイル通信システムであり、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）アクセス技術
に基づき、改良されたモバイル通信サービスを提供することを意図している。ユニバーサ
ル地上無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ）は、本質的には、ユーザ装置ユニットに
対して広帯域符号分割多元接続を用いる無線アクセスネットワークである。第３世代パー
トナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ）は無線アクセスネットワーク技術をベースにし
たＵＴＲＡＮ及びＧＳＭをさらに進化させたことを保証している。
【０００６】
　ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）は、無線ネットワーク制御装置ノードよ
りもむしろ無線基地局ノードがコアネットワークへ直接的に接続される、３ＧＰＰ無線ア
クセス技術の変形である。ＬＴＥにおいて、無線ネットワーク制御装置ノードの機能は、
一般的には、無線基地局ノードによって実行される。そのようなものとして、ＬＴＥシス
テムの無線アクセスネットワークは、無線ネットワーク制御装置ノードへ報告することな
く基地局ノードを含む実質的な”フラット（ｆｌａｔ）”アーキテクチャを有する。ＬＴ
Ｅはリリース８で３ＧＰＰに導入された。リリース９及びリリース１０は、ＬＴＥのより
最新のリリースである。例えば、リリース８は、ｒｅｌ－８、リリース８、ＬＴＥリリー
ス８、又は３ＧＰＰリリース８として記載されうる。用語「コードワード」、「レイヤ」
、「事前符号化」及び「ビーム形成」は、信号及びそれらの処理を参照するように、ＬＴ
Ｅ用に具体的に適合されている。用語「コードワード」は、送信用にフォーマットされた
ユーザデータを表す。用語「レイヤ」は、ストリームと同じ意味である。マルチ入力マル
チ出力（ＭＩＭＯ）においては、少なくとも２つのレイヤが使用されなければならない。
４つまで使用可能である。レイヤ数は、常にアンテナ数以下となる。用語「事前符号化」
は、送信前にレイヤ信号を修正する。これは、ダイバーシティ、ビームステアリング、又
は空間多重化において行われてもよい。ビーム形成は、チャネルの出力で、キャリアレベ
ル対干渉・雑音比（ＣＩＮＲ）が最良のキャリアを与える送信信号を修正する。
【０００７】
　ＬＴＥにおいて、インクリメンタル・リダンダンシー（incremental redundancy）での
ハイブリッド自動リピート要求（ＨＡＲＱ）が使用される。ＨＡＲＱは、受信デバイスに
おいて破損パケットを破棄するよりも格納することにより、通信ネットワークにおけるエ
ラーからのより早いリカバリを可能とする技術である。再送信されたパケットがエラーと
なった場合であっても、良好なパケットが複数の破損したパケットの組み合わせから抽出
される。コードワードの同一の部分を再送信する代わりに、チェース合成で余得を生ずる
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が利用可能であれば、コードワード全ての受信したソフトバージョンが格納される。しか
しながら、ユーザ装置の複雑性やコスト関連に起因して、ユーザ装置のソフトバッファサ
イズが限定される。より高いレートの送信においては、より大きいコードワードが送信機
から送信される場合、ユーザ装置は、バッファスペースを限定し、完全コードワードを格
納することができない。基地局は、格納できない符号ビットをユーザ装置へ送信すること
もあり、さらに悪く、ユーザ装置は、それらが他のビットであることを知らず、事前に格
納されたビットと混乱することになる。
【０００８】
　図１は、簡易的な完全コードワード（完全符号ワード）と、ユーザが格納することがで
きるソフトビット数とを示す。図１は、ユーザ装置によって格納される復号化トランスポ
ートブロック及び符号化ビット、即ち、ソフトバッファサイズを示す。図１に示すように
、完全コードワードは、システマテック・ビットとパリティ・ビットを含み、ソフトバッ
ファ・サイズはシステマテック・ビットの全てと、パリティ・ビットの一部とを含む。パ
リティ・ビットは、結果的に設定されたビット数が奇数又は偶数となることを保証するソ
ースビットのグループに加えられるビットである。基地局及びユーザ装置はソフトバッフ
ァサイズについての同一の理解を有し、その後、基地局はユーザ装置が格納することがで
きないコードビットを送信しないであろう。代わりに、ユーザ装置によって格納されたそ
れらのコードビットを取得し、送信（再送信）に利用する。これは図２の巡回バッファに
示される。用語「巡回バッファ」は、着信データを格納するために使用するメモリの領域
を示す。バッファが満たされると、新たなデータは、バッファの書き込み開始位置におい
て、古いデータに上書きされるように書き込まれる。コードワード、即ち、システマテッ
ク・ビット及びパリティ・ビットは、巡回バッファに格納される。図２は、巡回バッファ
から取り出された第１の送信及び再送信に使用されるビットを示す。巡回バッファのサイ
ズは、ユーザ装置のソフトバッファサイズと一致する。図２の完全な巡回は、ソフトバッ
ファサイズに対応し、コードワードの全体には対応していない。第１の送信において、符
号化レートに依存して、一部の又は全てのシステマテック・ビットとのみ、或いは、一部
の又は全てのシステマテック・ビットとパリティ・ビットの一部が送信される。再送信に
おいては、開始位置が変更され、巡回の他の部分、例えば巡回バッファの他のポイントに
対応するビットが送信される。
【０００９】
　周波数分割双方向（ＦＤＤ）を用いたＬＴＥリリース８において、各ユーザ装置は、コ
ンポーネント・キャリア当たり８つまでのＨＡＲＱプロセスを有する。各ＨＡＲＱは、二
重コードワードＭＩＭＯ送信をサポートする２つまでのサブプロセスを含む。ＬＴＥリリ
ース８は、設定されたＨＡＲＱプロセス数に等しい利用可能なソフトバッファを分割する
。分割されたソフトバッファのそれぞれは、受信したコードワードのソフト値を格納する
ために使用されうる。二重コードワードＭＩＭＯ送信の場合、分割されたソフトバッファ
は、さらに、２つの受信したコードワードのソフト値を格納するために等しく分割される
。
【００１０】
　３ＧＰＰにおいて、ソフトバッファサイズの配置は、以下のように規定される。
【００１１】
　ｒ番目の符号化ブロックに対する巡回バッファｗｋは以下のように生成される。
【００１２】
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【数１】

【００１３】
　ここで、ＫΠは定数である。
【００１４】
　巡回バッファは、長さＫｗ＝３ＫΠで与えられる。
【００１５】
　ＮＩＲビットによるトランスポートブロックにおけるソフトバッファサイズを示し、Ｎ

ｃｂビットによるｒ番目のコードブロックにおけるソフトバッファサイズを示す。サイズ
Ｎｃｂは以下のように得られる。ここでＣはコードブロック数である。
【００１６】
【数２】

【００１７】
ここで、Ｎｓｏｆｔはソフトチャネルビットの総数である。
ＫＭＩＭＯは、ユーザ装置が送信モード３、４又は８に基づき物理ダウンリンク共通チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）を受信するように構成される場合は２であり、そうでない場合は１で
ある。
ＭＤＬ＿ＨＡＲＱはＤＬ　ＨＡＲＱプロセスの最大数である。
Ｍｌｉｍｉｔは８に等しい定数である。
【００１８】
　単一コードワード送信モードに対するソフトバッファ（ＳＢ）配置を図３に示す。図３
は、８つの配置されたソフトバッファを示し、ＳＢ０が第１のコードワード用の第１のソ
フトバッファを示し、ＳＢ１は第２のコードワード用の第２のソフトバッファを示し、Ｓ
Ｂ２は第３のコードワード用の第３のソフトバッファを示す。図３は、物理ダウンリンク
共通チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信モードがモード３、４又は８以外の場合のＬＴＥリリー
ス８におけるソフトバッファの配置を示す。各コードワードに対して予約されたバッファ
が存在することもわかる。
【００１９】
　二重コードワード送信モデルに対するソフトバッファ配置を図４に示す。図４は、１６
の配置されたソフトバッファを示し、ＳＢ０ａは第１のコードワード用の第１のバッファ
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を示し、ＳＢ０ｂは第２のコードワード用の第２のバッファを示し、ＳＢ１ａは第３のコ
ードワード用の第３のバッファを示し、ＳＢ１ｂは第４のコードワード用の第４のバッフ
ァを示す。ソフトバッファはコードワードに適用する。コードワードはトランスポートブ
ロックに関連付けられた符号化ビットに対して使用される用語である。図４はＰＤＳＣＨ
送信モードが３、４又は８の場合のＬＴＥのリリース８におけるソフトバッファ配置を示
す。送信モードは以下で詳細に説明する。
【００２０】
　各コードワードに対して予約されたバッファは、前回の動作ケースの半分のみである。
ソフトバッファ制限の問題は、二重コードワードＭＩＭＯ送信動作において特に深刻であ
る。この制限は、インクリメンタル・リダンダンシー再送信から得られる利得をソフト合
成の有効性を減少させる。
【００２１】
　＜キャリア・アグリゲーション＞
　ＬＴＥリリース８は、２０メガ・ヘルツ（ＭＨｚ）までの帯域幅をサポートする。しか
し、国際モバイル通信アドヴァンスド（ＩＭＴ－Ａｄｖａｃｅｄ）の要求に合わせるため
に、３ＧＰＰは、ＬＴＥリリース１０から動作を開始した。ＬＴＥリリース１０の一部は
、２０ＭＨｚよりも大きい帯域幅をサポートすることである。ＬＴＥリリース１０におけ
る重要な要求は、スペクトル互換性を含む、ＬＴＥリリース８と過去の互換性を保証する
ことである。結果として、２０ＭＨｚより広いＬＴＥリリース１０のキャリアは、ＬＴＥ
リリース８のユーザ装置へのより少ないＬＴＥキャリア数として現れているかもしれない
。そのようなキャリアのそれぞれは、コンポーネント・キャリア又はセルとして参照され
うる。ＬＴＥリリース１０展開の初期では、多くのＬＴＥレガシーユーザ装置と比較して
ＬＴＥリリース１０対応のユーザ装置がより少ない数となることが予想される。したがっ
て、レガシーユーザ装置によってワイドキャリアの有効な使用を保証することが望まれる
。つまり、レガシーユーザ装置がＬＴＥリリース１０キャリアの帯域幅の大部分において
スケジューリングされうるキャリアを実装する可能性がありうるということである。達成
する1つの方法は、キャリア・アグリゲーションを使用することであろう。
【００２２】
　キャリア・アグリゲーションは、ＬＴＥリリース１０をサポートするユーザ装置が、Ｌ
ＴＥリリース８のキャリアと同一の構造を有するか又は少なくとも一部において有する複
数のコンポーネント・キャリアを受信してもよいことを暗示する。図５にキャリア・アグ
リゲーションを示す。図５のｘ軸は５つのコンポーネント・キャリアに使用されるスペク
トル幅を示し、ｙ軸は周波数単位当たりのエネルギーを示す。
【００２３】
　＜キャリア・アグリゲーションにおけるソフトバッファオペレーション＞
　ＬＴＥにおいて、各コンポーネント・キャリアＨＡＲＱプロセスのセットで動作する。
トータルソフトバッファメモリは複数のコンポーネント・キャリアから共有される必要が
あるため、コンポーネント・キャリア当たりのソフトバッファサイズは、コンポーネント
・キャリアの構成数と、各コンポーネント・キャリアごとのＭＩＭＯ送信モードの構成数
とに従って変えてもよい各コードワードにおける利用可能なソフトバッファサイズはまた
、ソフトバッファがどのように分割され、全てのコードワードがどのように配置されるか
に依存する。
【００２４】
　＜ＬＴＥサポートのマルチアンテナ＞
　マルチアンテナ機能は、ＬＴＥのリリース８において既に含まれており、高速データレ
ート、改良されたカバレージや性能を可能とする重要なものである。送受信でのマルチア
ンテナは、異なる方法で使用されうる。ダイバーシティ技術は、リンクのロバスト性を改
良するために使用される。ビーム形成技術は、カバレージを改良するために使用されうる
。空間多重化は、リンクの空間効率を高める手段を提供し、適切に設計されればシステム
全体の性能を改良する。ピーク・レートは、空間多重化を用いて実質的に増大され、リン
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クの最小送受信アンテナ数に比例して理想的に増大され、信号対雑音比（ＳＮＲ）が十分
に高く、チャネル条件が有益であることが提供される。実利得は高いチャネル依存であり
、それらは、関連リンクの高いＳＮＲや有益な干渉状況を必要とするが、ＳＮＲが十分に
高ければ実質的に改善されうる。例示は低いシステム負荷のシナリオ又はユーザ装置がセ
ルセンターに近い位置にある場合である。
【００２５】
　ＬＴＥリリース８のダウンリンクは、事前符号化をベースとしたコードブックを介して
５レイヤまでの単一のユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）空間多重化をサポートする。さ
らに、単一レイヤ送信でのビーム形成と同様に、送信ダイバーシティモードは、ＬＴＥリ
リース８のダウンリンクでサポートされる。ＬＴＥリリース９において、高ダウンリンク
送信モードは、二重レイヤ送信もサポートするように拡張されたビーム形成機能と、異な
るレイヤが異なるユーザへ送信されるように提案されたマルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ）とを導入している。ＬＴＥリリース８／９でサポートされるアップリンクマルチ
アンテナは、全てのＵＥカテゴリで動作するユーザ装置のアンテナ選択を制限する。ＵＥ
カテゴリは以下で詳細に説明する。
【００２６】
　ＬＴＥリリース８のユーザ装置は、基地局がサポートする最小数と、ユーザ装置がサポ
ートする最小数とに基づいてレイヤ数を想定する。ユーザ装置は、基地局が送信している
セル特定参照信号（ＣＲＳ）アンテナポートの数を盲目的に検出することによって基地局
がサポートするレイヤ数を決定し、或いは、ハンドオーバー（ＨＯ）の場合は、ＨＯコマ
ンドでターゲットセルがサポートするアンテナポートの数についての情報を受信すること
によって基地局がサポートするレイヤ数を決定する。
【００２７】
　マルチアンテナ送信は、ＬＴＥリリース８において重要な特徴である。ＬＴＥは以下の
８つの送信モード（ＴＭ）をサポートする。
・モード１：シングルアンテナポート
・モード２：送信ダイバーシティ
・モード３：開ループ空間多重化
・モード４：閉ループ空間多重化
・モード５：ＭＵ－ＭＩＭＯ
・モード６：閉ループ空間多重化、シングルレイヤ
・モード７：シングルアンテナポート、ユーザ装置特定参照信号
・モード８：ユーザ装置特定参照信号でのシングル又はデュアルレイヤ送信
ＬＴＥアドヴァンスド、即ち、ＬＴＥリリース１０は、モード１－８に加えてモード９を
含む。モード９は、ランク８までの閉ループＳＵ－ＭＩＭＯと高ＭＵ－ＭＩＭＯサポート
とをサポートするマルチレイヤ送信モードである。
【００２８】
　＜ＵＥカテゴリシグナリング＞
　ユーザ装置は、全体性能やユーザ装置の性能を定義する、いわゆるＵＥカテゴリ又はＵ
Ｅクラスの異なるユーザ装置カテゴリでカテゴライズされる。以下では、ユーザ装置カテ
ゴリを、ＵＥカテゴリと称する。ＵＥカテゴリは、基地局がユーザ装置と正しく通信を行
うことができることを保証する必要がある。基地局にＵＥカテゴリを知らせることによっ
て、ユーザ装置の性能を決定し、それに従って通信を行うことができる。
【００２９】
　ＵＥカテゴリが全体性能とユーザ装置の性能とを定義するため、基地局では基地のユー
ザ装置のプロセスの機能を用いて通信を行うことができる。したがって、基地局は、ユー
ザ装置の性能を超えて通信を行うことがないであろう。バッファサイズの種々の値が各Ｕ
Ｅカテゴリに関連付けられる。
【００３０】
　ＬＴＥリリース８／９において、５つのＵＥカテゴリ１－５があり、ＬＴＥリリース１
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０はさらに３つのカテゴリ６－８を有する。
【００３１】
　ＬＴＥリリース１０のＵＥカテゴリの定義は、ＵＥカテゴリ数が市場においてユーザ装
置実装変数のフラグメンテーションを避けるように制限された、ＬＴＥリリース８／９で
使用される原理に基づいて構築される。ＬＴＥリリース１０のＵＥカテゴリは、ダウンリ
ンクにおいて１０、５０、１００、１５０、３００Ｍｂｐｓから約３Ｇｂｐｓまでの範囲
でのピーク・レート単位で定義される。異なるピーク・レートの実現はＵＥカテゴリの中
で可能である。例えば、カテゴリ６、７において、４０ＭＨｚのキャリア・アグリゲーシ
ョンでの２つのＭＩＭＯのレイヤをサポートするか、又は、２０ＭＨｚの単一のキャリア
での４つのＭＩＭＯのレイヤをサポートするかのいずれかの可能性がある。当該２つの構
成は、３００Ｍｂｐｓまでサポートする。ＬＴＥリリース８／９のＵＥカテゴリは、例え
ばカテゴリ３のユーザ装置ごとに１０ＭＨｚ帯域幅までの２つのコンポーネント・キャリ
アの集合をサポートするように再利用される。追加のＵＥカテゴリが将来において定義さ
れうることが予想される。ＬＴＥリリース１０は、ＬＴＥアドヴァンスド用の３Ｇｂｐｓ
についてのトータルピークデータレートをサポートする、８つのＭＩＭＯレイヤごとに２
０ＭＨｚの５つのコンポーネント・キャリアの集合を合成するハイエンドＵＥカテゴリを
サポートする。以下の表１はＬＴＥリリース１０でサポートされるＵＥカテゴリを示す。
最左列はＵＥカテゴリ１－８を含む。次の列は、送信時間インターバル（ＴＴＩ）内で受
信されたダウンリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）トランスポートブロックの最大ビッ
ト数を含む。中列は、ＴＴＩ内で受信した１つのＤＬ－ＳＣＨトランスポートブロックの
最大ビット数を含む。中列の右の列は、ソフトチャネルのトータルビット数を含む。最右
列は、ＤＬにおける空間多重化用にサポートされた最大レイヤ数を含む。空間多重化は、
マルチ送信アンテナのそれぞれからの、独立してかつ個別的に符号化されたデータ信号を
送信するＭＩＭＯ無線通信での送信技術である。
【００３２】
【表１】

【００３３】
　ＵＥカテゴリのユーザ装置機能シグナリングが以下の方法で定義される。ＬＴＥリリー
ス８／９カテゴリ１－５は無線リソースコントロール（ＲＲＣ）プロトコルを介して、ユ
ーザ装置から基地局へ信号伝達される。ＲＲＣプロトコルは、ユーザ装置とＵＴＲＡＮと
の間でレイヤ３の制御プレーンシグナリングを扱う。メッセージの受信側は基地局であり
、基地局は受信した情報を使用する。しかしながら、ユーザ装置は、基地局のリリースを
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認識していない。したがって、レガシーネットワークで動作することができるように、ユ
ーザ装置は、ＲＲＣプロトコルのＬＴＥリリース８／９部分を使用するＬＴＥリリース８
／９ＵＥカテゴリ（１－５）と、ＲＲＣプロトコルのＬＴＥリリース１０部分を使用する
ＬＴＥリリースＵＥカテゴリ（６－８）との両方を報告するであろう。ＬＴＥリリース１
０ＵＥカテゴリはＬＴＥリリース１０対応の基地局によって理解されるが、ＬＴＥリリー
ス８／９対応の基地局からは理解されない。さらに、ＬＴＥリリース１０対応のユーザ装
置は、サポートされたコンポーネント・キャリアの集合数と同様に、アップリンク（ＵＬ
）とダウンリンク（ＤＬ）でのサポートされるサポートＭＩＭＯレイヤ数について、周波
数バンドコンビネーション単位で基地局に知らせる。この情報は、ＬＴＥリリース１０対
応の基地局によって理解されるだけである。
【００３４】
　一例として、ＬＴＥリリース１０対応のユーザ装置、例えばカテゴリ６は、ダウンリン
ク（ＤＬ）で４つのＭＩＭＯレイヤまでサポートすることを、ＬＴＥリリース１０対応の
基地局に示す。ＬＴＥリリース１０対応のユーザ装置は、さらにカテゴリ値で送信される
情報エレメント（ＩＥ）の当該ＭＩＭＯレイヤ情報を提供してもよい。当該情報エレメン
トは、ＬＴＥリリース１０によって理解されるが、ＬＴＥリリース８・９によっては無視
される。ＤＬでの４つのＭＩＭＯレイヤをサポートするＬＴＥリリース８対応の基地局は
、ＬＴＥリリース８／９、例えばカテゴリ４を通じてユーザ装置を特定し、従ってＤＬ　
ＭＩＭＯの２つのレイヤのみをサポートするユーザ装置を想定する。
【００３５】
　ユーザ装置が基地局にリリースを認識していないため、古いリリース、例えば、ＬＴＥ
リリース８／９カテゴリ、例えばカテゴリ４、又は、新しいリリース、例えばＬＴＥリリ
ース１０カテゴリ、例えばカテゴリ６に従って動作するかどうかが分からない。これは、
カテゴリに従ってユーザ装置が異なって動作する場合に深刻な影響をもたらす。この例に
おいて、４つのレイヤＭＩＭＯに従ったセル参照信号（ＣＲＳ）パターンを検出し、２よ
り大きいランク指標、チャネル品質指標（ＣＱＩ）及び事前符号化マトリクス・インデッ
クス（ＰＭＩ）などの、４つのレイヤのＤＬ　ＭＩＭＯ動作をサポートする基地局へフィ
ードバックするため、ＤＬにおいて４つのレイヤＭＩＭＯに従って基地局が操作すること
を想定するかもしれない。しかし、これは、基地局が、ＬＴＥリリース８／９カテゴリ、
例えばユーザ装置によって示されるカテゴリ４に従って制御信号を復号化する際に、最大
ランク２を想定するため、破損したアップリンク（ＵＬ）制御シグナリングを招いてしま
う。ＵＬデータがＵＬ制御シグナリングとともに多重化される場合は破損したＵＬデータ
を招くこともある。
【００３６】
　他の例示として、ＬＴＥリリース１０対応のユーザ装置は、ＵＥカテゴリによって必要
とされるよりも多いＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数をサポートしてもよい。ユーザ装置が、より
多いＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数で動作しない基地局と、より多いＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数に
従って動作する場合、上述と同様の問題が生じする。
【発明の概要】
【００３７】
　本発明は、上述の問題に鑑みて成されたものであり、通信ネットワークにおいてユーザ
装置と基地局との間の改善された通信を提供することを目的とする。
【００３８】
　第１の態様によれば、上記目的は、通信ネットワークにおいてユーザ装置と通信する基
地局における方法によって達成される。基地局は、少なくとも２つのユーザ装置カテゴリ
の選択に従ってユーザ装置と通信するように構成される。選択されたユーザ装置カテゴリ
についての情報に基づき、基地局は、基地局によってサポートされる第１の最大送信レイ
ヤ数を決定する。基地局は、決定された第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユー
ザ装置カテゴリとに従って、ユーザ装置と通信する。
【００３９】
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　第２の態様によれば、上記目的は、通信ネットワークにおいて基地局と通信するための
ユーザ装置における方法によって達成される。ユーザ装置は、選択可能な少なくとも２つ
のユーザ装置カテゴリの選択に従って基地局と通信するように構成される。選択されたユ
ーザ装置カテゴリについての情報に基づき、ユーザ装置は、選択されたユーザ装置カテゴ
リについての情報に基づき、ユーザ装置によってサポートされる第１の最大送信レイヤ数
を決定する。ユーザ装置は、第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユーザ装置カテ
ゴリとに従って、基地局と通信する。
【００４０】
　第３の態様によれば、上記目的は、通信ネットワークにおいてユーザ装置と通信する基
地局によって達成される。基地局は、少なくとも２つのユーザ装置カテゴリの選択に従っ
てユーザ装置と通信するように構成される。基地局は、選択されたユーザ装置カテゴリに
ついての情報に基づき、基地局によってサポートされる第１の最大送信レイヤ数を決定す
る決定部を備える。基地局は、第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユーザ装置カ
テゴリとに従って、ユーザ装置と通信する通信部を備える。
【００４１】
　第４の態様によれば、上記目的は、通信ネットワークにおいて基地局と通信するための
ユーザ装置によって達成される。ユーザ装置は、選択可能な少なくとも２つのユーザ装置
カテゴリの選択に従って基地局と通信するように構成される。ユーザ装置は、選択された
ユーザ装置カテゴリについての情報に基づき、ユーザ装置によってサポートされる第１の
最大送信レイヤ数を決定する決定部を備える。ユーザ装置は、第１の最大送信レイヤ数ま
でと、選択されたユーザ装置カテゴリとに従って、基地局と通信する通信部を備える。
【００４２】
　基地局及びユーザ装置が最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数の同一の理解を有してい
るため、通信ネットワークにおけるユーザ装置と基地局との間の改善された通信が提供さ
れる。
【００４３】
　種々の実施形態は、以下に示す完全なリストではないが一部を示す、多くの利点を提供
する。
【００４４】
　本実施形態に係る利点は、ＬＴＥリリース１０対応のユーザ装置がレガシーネットワー
クにおいて動作することを許容する。本実施形態によれば、ＵＥカテゴリで必要な値より
大きいＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数を有するＬＴＥリリース１０対応のユーザ装置がネットワ
ークにおいて動作することを許容する。
【００４５】
　本実施形態に係る他の利点は、基地局及びユーザ装置が最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレ
イヤ数の同一の理解を有していることである。基地局は、サポートしているよりもより大
きいＤＬ　ＭＩＭＯレイヤを有するユーザ装置をスケジューリングすることを避けること
ができる。ユーザ装置は、基地局が理解しないＣＳＩフィードバックを報告しないであろ
う。これは２つの利点を有する。第１に、基地局は、ＤＬにおいて、ＤＬ　ＭＩＭＯレイ
ヤの正しい数をスケジュールすることができ、それにより、ユーザ装置は、その現在のチ
ャネルサポートの数又はその性能によってサポートされる実際の数でスケジュールされる
のみである。第２に、ＣＳＩフィードバックがＰＵＷＳＣＨでデータとともに多重化され
て送信される場合、ＰＵＳＣＨでのデータは、ＣＳＩレポートのサイズが基地局によって
知られている場合に復号化されうる。
【００４６】
　本実施形態の他の利点は、通信ネットワークにおいて改善されたサービスエリアや性能
を提供することである。
【００４７】
　本実施形態のさらなる利点は、破損したＵＬ制御シグナリングのリスクを低減すること
である。
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【００４８】
　本実施形態は、前述した特徴及び利点に限定されない。当業者は以下の詳細な説明を参
照することにより追加の特徴及び追加の利点について理解するであろう。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
　以下では、種々の実施形態を示す添付の図面を参照しながら、発明の詳細な説明を記載
する。
【図１】ユーザ装置によって格納される符号化されたトランスポートブロック及び暗号化
されたビット、例えばソフトバッファサイズを示す概略図である。
【図２】巡回バッファから得られる第１の送信及びその他の再送信において使用されるビ
ットを示す概略図である。
【図３】ＰＤＳＣＨ送信モードがモード３、４又は８以外の場合におけるＬＴＥのリリー
ス８におけるソフトバッファの配置を示す概略図である。
【図４】ＰＤＳＣＨ送信モードがモード３、４又は８の場合におけるＬＴＥのリリース８
におけるソフトバッファの配置を示す概略図である。
【図５】キャリア・アグリゲーションを示す図である。
【図６】本実施形態に係る通信ネットワークを示す概略図である。
【図７ａ】、
【図７ｂ】、
【図７ｃ】、
【図７ｄ】本実施形態に係る方法を示すフローチャートである。
【図８】本実施形態に係る基地局の方法を示すフローチャートである。
【図９】本実施形態に係るユーザ装置の方法を示すフローチャートである。
【図１０】本実施形態に係る基地局を示すブロック図である。
【図１１】本実施形態に係るユーザ装置を示すブロック図である。
【図１２】本実施形態に係る基地局及びユーザ装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００５０】
　以下では、本実施形態における前述の及び他の目的、特徴、及び利点について、添付の
図面に示されたより好ましい実施形態より詳細に説明する。なお、添付の図面において、
同一の参照文字は、各図面において同一部分を示す。各図面は、明瞭であることを目的と
して、必ずしも所定の機能のスケールや寸法を限定しているわけではない。重要なことは
、本発明の原理を示すことである。
【００５１】
　図６は、本実施形態に係る通信ネットワーク６００を示す。通信ネットワーク６００は
、いくつかの実施形態において、例えばＬＴＥ、ＬＴＥアドヴァンスド、ＷＣＤＭＡ、Ｇ
ＳＭ、ＷｉＭＡＸ、又は、他の３ＧＰＰ無線アクセス技術などの１つ以上のアクセス技術
に適用されうる。
【００５２】
　通信ネットワーク６００は、セルを管理する基地局６０３を備える。基地局６０３は、
セルに存在するユーザ装置６０５と無線キャリア６０４を介して通信することができるＮ
ｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ、又は他のネットワークユニットなどの基地局であってもよい。
基地局６０３は、ＬＴＥリリース８／９又はＬＴＥリリース１０対応基地局であってもよ
い。
【００５３】
　ユーザ装置６０５は、任意の適切な通信デバイス、又は、無線チャネルを介して基地局
と通信することができる通信機能を有する通信デバイスであればよく、例えば、モバイル
電話機、タブレットコンピュータ、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップト
ップ、ＭＰ３プレイヤ若しくはポータブルＤＶＤ若しくは同様のコンテンツデバイス、デ
ジタルカメラ、又は、ＰＣなどの固定デバイスに限定されるわけではない。ＰＣは、ブロ
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ードキャスト又はマルチキャストメディアの終端装置として移動局（モバイルステーショ
ン）を介して接続されてもよい。ユーザ装置６０５は、電子フォトフレーム、心臓監視装
置、侵入監視装置若しくは他の監視装置、気象データ監視システム、車両、車若しくはト
ランスポート通信装置などに組み込まれた通信デバイスであってもよい。ユーザ装置６０
５は、いくつかの図面においてＵＥとして参照される。ユーザ装置６０５は、ＬＴＥリリ
ース８／９又はＬＴＥリリース１０対応ユーザ装置であってもよい。
【００５４】
　ＬＴＥリリース８／９のユーザ装置６０５は、ＵＥカテゴリ１－５に対応する。前述の
表１に示すように、他のタイプはＵＥカテゴリ６－８に対応するユーザ装置６０５である
。これは、ＬＴＥリリース１０対応のユーザ装置として参照されうる。この場合において
、ユーザ装置６０５は、ＬＴＥリリース対応の基地局６０３であることとは関係なく、常
に、基地局６０３へ２つのＵＥカテゴリを信号伝達する。例えば、ＵＥカテゴリ６のユー
ザ装置６０５はまた、ＵＥカテゴリ５を信号伝達する。基地局６０３がＬＴＥリリース８
／９に対応すれば、基地局６０３は、ユーザ装置６０５がＵＥカテゴリ５に対応すること
を理解するであろうが、ユーザ装置６０５がＵＥカテゴリ６の信号伝達を行う場合には、
より古いリリースの基地局６０３がＵＥシグナリングの部分を理解せず、単に破棄するこ
とになるであろう。
【００５５】
　いくつかの実施形態に係る通信ネットワークにおける通信方法が、図７ａ乃至図７ｄに
示すシグナリングのダイヤグラムとフローチャートとを組み合わせに示される例示を参照
して説明される。
【００５６】
　図７ａは、ユーザ装置６０５がＬＴＥリリース８／９及びＬＴＥリリース１０に対応す
る例示の実施形態を示す。基地局６０３は、ＬＴＥ８／９に対応する。デフォルトとして
、ユーザ装置６０５は、最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数がＬＴＥリリース８／９の
ＵＥカテゴリと関連付けられた数であると想定される。これは、ユーザ装置６０５がＬＴ
Ｅリリース８／９及びＬＴＥリリース１０をサポートすることを基地局６０３が知ってい
るかどうかを、ユーザ装置６０５が分からないためである。ＬＴＥリリース８／９対応の
基地局６０３は、ＬＴＥリリース８／９カテゴリからの必要な値のように、最大サポート
ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数を想定する。当該方法は、以下のステップを含む。なお、何れか
のステップは以下で説明する以外の他の適切なステップであってもよい。
【００５７】
　＜ステップ７０１ａ＞
　ユーザ装置６０５は、ＬＴＥリリース８／９及びその他のＬＴＥリリース１０に関連す
る、異なるリリースにおける、少なくとも２つの異なるＵＥカテゴリに従って実行するそ
の性能を、基地局６０３へ伝達する。ＵＥカテゴリについての情報に加えて、ユーザ装置
６０５は、各カテゴリにおける、最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ数についての情報、例えば
、第１の最大送信レイヤ数及び第２の最大送信レイヤ数を伝達する。
【００５８】
　例えば、ＬＴＥリリース８／９に関連する第１のＵＥカテゴリはカテゴリ３であっても
よく、ＬＴＥリリース１０に関連する第２のＵＥカテゴリはカテゴリ８であってもよい。
前述した表１からも分かるように、カテゴリ３に対する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ数は
、２であり、カテゴリ６に対する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数は８である。
【００５９】
　ユーザ装置６０５は、サポートする最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数を示すＵＥ性能パラメ
ータを有するように構成されうる。当該ＵＥ性能パラメータは、明示的なパラメータであ
りうる。デフォルトとして、当該パラメータは、ＬＴＥリリース８／９ＵＥカテゴリにお
いて最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数に対応する。前述の例を用いて、ＬＴＥリリー
ス８／９ＵＥカテゴリはカテゴリ３であり、対応する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ
数は２である。
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【００６０】
　＜ステップ７０２ａ＞
　前述したように、基地局６０３は、本例においてＬＴＥリリース８／９に対応し、従っ
て、基地局６０３は、ＬＴＥリリース８／９ＵＥカテゴリに従って、最大サポートＤＬ　
ＭＩＭＯレイヤ数を決定する。
【００６１】
　基地局６０３は、ユーザ装置６０５へ１つ以上の性能パラメータを信号伝達する。ＵＥ
性能パラメータは、ＬＴＥリリース８／９に従って、決定された最大サポートＤＬ　ＭＩ
ＭＯレイヤ数を含む。
【００６２】
　例えば、基地局６０３は、ＵＥカテゴリ５に対応し、対応するＤＬ　ＭＩＭＯレイヤは
４である。したがって、基地局６０３は、ユーザ装置６０５へ最大サポートＤＬ　ＭＩＭ
Ｏレイヤ数である４を信号伝達する。
【００６３】
　＜ステップ７０３ａ＞
　ユーザ装置６０５及び基地局６０３は、当該ＵＥカテゴリに対する最大サポートＤＬ　
ＭＩＭＯレイヤ数までと、ＬＴＥリリース８／９ＵＥカテゴリとに従って通信する。例え
ば、ＵＥカテゴリは５であり、最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数は４である。
【００６４】
　図７ｂは、ユーザ装置６０５がＬＴＥリリース８／９及びＬＴＥリリース１０をサポー
トする一実施形態について示す。図７ｂは、基地局６０３がＬＴＥリリース１０をサポー
トする図７ａとは異なり、図７はステップ７０３ｂを含む。デフォルトとして、ユーザ装
置６０５は、最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数がＬＴＥリリース８／９に関連付けら
れたＵＥカテゴリに関する数であることを想定する。前述の表１に示されるように、例え
ば、ＬＴＥリリース８／９のＵＥカテゴリが３であれば、関連付けられた最大サポートＤ
Ｌ　ＭＩＭＯレイヤ数は２である。
【００６５】
　当該方法は、以下のステップを含む。なお、何れかのステップは以下で説明する以外の
他の適切なステップであってもよい。
【００６６】
　＜ステップ７０１ｂ＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０１ａに対応する。
【００６７】
　ユーザ装置６０５は、ＬＴＥリリース８／９関連するか、その他のＬＴＥリリース１０
に関連する、少なくとも２つの異なるリリースの異なるＵＥカテゴリに従って動作するそ
の性能を、基地局６０３に信号伝達する。ＵＥカテゴリについての情報に加えて、ユーザ
装置６０５は、各カテゴリに対する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数、例えば、第１
の最大送信レイヤ数及び第２の最大送信レイヤ数についての情報を信号伝達する。
【００６８】
　例えば、ＬＴＥリリース８／９に関連する第１のＵＥカテゴリがカテゴリ３であり、Ｌ
ＴＥリリース１０に関連する第２のＵＥカテゴリがカテゴリ６である。前述の表１に示さ
れるように、カテゴリ３における最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数は２であり、カテ
ゴリ６における最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数は４である。
【００６９】
　ユーザ装置６０５は、サポートする最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数を示すＵＥ性能パラメ
ータを有するように構成されうる。当該ＵＥ性能パラメータは、明示的なパラメータであ
ってもよい。デフォルトとして、当該ｐらめーたは、ＬＴＥリリース８／９ＵＥカテゴリ
における最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数に対応する。上述した例を用いると、ＬＴ
Ｅリリース８／９ＵＥカテゴリは３であり、対応する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ
数は２である。
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【００７０】
　＜ステップ７０２ｂ＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０２ａに対応する。
【００７１】
　前述したように、基地局６０３は、ＬＴＥリリース１０ＵＥをサポートする。ＬＴＥリ
リース１０をサポートする基地局６０３は、ステップ７０１ｂにおいて、ユーザ装置６０
５によって示される各ＬＴＥリリース８／９ＵＥカテゴリに関連する数よりも大きい最大
ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数で動作する。
【００７２】
　例えば、基地局６０３は、最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数８に関連付けられた、ＵＥカテ
ゴリ８に対応してもよい。基地局６０３によってサポートされるカテゴリ８における最大
ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数は、ＵＥカテゴリ６のユーザ装置６０５によって示されるＬＴＥ
リリース１０における最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数４よりも８＞４となり大きい。その後
、基地局６０３は、ユーザ装置６０５に対して、ＵＥカテゴリ６のＬＴＥリリース１０の
ユーザ装置６０５に従ったＭＩＭＯレイヤ数を超えるＭＩＭＯモードに従って動作する、
例えば、ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数８までに従って動作するように要求するために、ＤＬ　
ＭＩＭＯレイヤ指標をユーザ装置６０５へ信号伝達する。
【００７３】
　＜ステップ７０３ｂ＞
　ＬＴＥリリース１０のＵＥカテゴリ８における最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数がＬＴＥリ
リース１０のＵＥカテゴリ６における最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数よりも大きくなるよう
に決定されると、ユーザ装置６０５は、ステップ７０２ｂにおいて、基地局６０３に対し
て、基地局６０３によって示される最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数に従ったランク、ＣＱＩ
、ＰＭＩ及び事前符号化タイプ指標（ＰＴＩ）を取得して報告する。ランクは、ユーザ装
置６０５がスケジュールされうることを想定したレイヤ数を決定する。ＰＴＩは、ユーザ
装置が報告するＰＭＩ及びＣＱＩのタイプを設定する。ＰＭＩは、ビームフォーミングに
適用するのに最適とユーザ装置６０５が想定するアンテナウエイトを示す。ＣＱＩは、ユ
ーザ装置６０５が扱うことができる符号化レートに関連する。ユーザ装置６０５が基地局
６０３が考えるよりも多くのレイヤ数を使用することを想定している場合、ユーザ装置６
０５は、高すぎるランクを報告するかもしれない。この場合、基地局６０３は、当該ラン
クをを理解することができず、他のものとして情報を誤って理解するであろう。当該情報
がユーザ装置６０５が報告したランクに基づく場合には、ＰＴＩ、ＣＱＩ及びＰＭＩのい
ずれも理解することができないであろう。
【００７４】
　基地局６０３は、ＰＴＩ、ＣＱＩ及びＰＭＩを受信し、ＤＬでリンクアダプテーション
を行う情報を使用する（図７ｂには不図示）。
【００７５】
　＜ステップ７０４ｂ＞
　当該ステップは図７ａのステップ７０３ａに対応する。
【００７６】
　ユーザ装置６０５及び基地局６０３は、ＬＴＥリリース１０ＵＥカテゴリと、当該ＬＴ
Ｅリリース１０ＵＥカテゴリにおける最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯ数までとに従って通信
する。
【００７７】
　図７ｃは、ユーザ装置６０５がＬＴＥリリース８／９及びＬＴＥリリース１０をサポー
トする実施形態の一例である。基地局６０３は、ＬＴＥリリース１０に対応する。図７ｃ
と図７ｂとの違いは、基地局６０３がそれぞれのＵＥカテゴリからの要求値より大きくな
いＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数で動作することにより、ユーザ装置６０５へＤＬ　ＭＩＭＯレ
イヤ指標を信号伝達しないことである。デフォルトとして、ユーザ装置６０５は、最大サ
ポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数がＬＴＥリリース８／９に従ったＵＥカテゴリからの最大
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送信レイヤ数と同一であることを想定してもよい。ＬＴＥリリース１０の基地局６０３に
関して、レイヤ数は、表１に示すように、１から８の間のレイヤ数であってもよい。実際
にどのように構築して、使用するかの、操作者の選択及び基地局ベンダーの選択である。
３ＧＰＰでは、ユーザ装置６０５のデフォルト値のみを特定し、基地局６０３については
特定しない。要するに、ユーザ装置６０５は、”頭が悪く”何をすべきかを指示する必要
がある。基地局６０３は、これに基づき物事を把握している
　当該方法は、以下のステップを含む。なお、何れかのステップは以下で説明する以外の
他の適切なステップであってもよい。
【００７８】
　＜ステップ７０１ｃ＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０１ａと図７ｂの７０１ｂとに対応する。
【００７９】
　ユーザ装置６０５は、ＬＴＥリリース８／９に関連するか、ＬＴＥリリース１０に関連
する、異なるリリースの少なくとも２つの異なるＵＥカテゴリに従って動作する性能を基
地局６０３へ信号伝達する。ＵＥカテゴリについての情報に加えて、ユーザ装置６０５は
、各カテゴリに対する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数についての情報、例えば、第
１の最大送信レイヤ数及び第２の最大送信レイヤ数を信号伝達する。
【００８０】
　例えば、ＬＴＥリリース８／９に関連する第１のＵＥカテゴリはカテゴリ３であっても
よく、ＬＴＥリリース１０に関連する第２のＵＥカテゴリはカテゴリ８であってもよい。
表１に示すように、カテゴリ３に対する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数は２であり
、カテゴリ６に対する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数は８である。
【００８１】
　基地局６０３は、本実施例において、各ＵＥカテゴリ、即ち８カテゴリからの要求値よ
り大きくない４であるＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数、即ち、カテゴリ６で動作することにより
、ユーザ装置６０５へＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ指標を信号伝達することはない。
【００８２】
　＜ステップ７０２ｃ＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０３ａと図７ｂのステップ７０４ｂとに対応する
。
【００８３】
　ユーザ装置６０５及び基地局６０３は、当該ＬＴＥリリース８／９ＵＥカテゴリにおけ
る最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数までと、ＬＴＥリリース１０のＵＥカテゴリとを
用いて通信を行う。
【００８４】
　図７ｄは、ユーザ装置６０５がＬＴＥリリース８／９及びＬＴＥリリース１０をサポー
トする実施形態の一例である。基地局６０３はＬＴＥリリース１０をサポートし、それぞ
れのＵＥカテゴリに関連付けられた数よりも大きくないＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数で動作す
る。図７ｄと図７ｃとの差異は、ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数が各ＵＥカテゴリからの要求値
よりも小さい場合であるにもかかわらず、図７ｄに示す一例において基地局６０５がＤＬ
　ＭＩＭＯレイヤ指標をユーザ装置６０５へ信号伝達することである。当該指標は、基地
局６０３において使用される最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数についての情報を含む。デフォ
ルトとして、ユーザ装置６０５は、最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数がＬＴＥリリー
ス８／９ＵＥカテゴリからの要求値であることを想定している。
【００８５】
　当該方法は、以下のステップを含む。なお、何れかのステップは以下で説明する以外の
他の適切なステップであってもよい。
【００８６】
　＜ステップ７０１ｄ＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０１ａと、図７ｂの７０１ｂと、図７ｃの７０１
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ｃとに対応する。
【００８７】
　ユーザ装置６０５は、ＬＴＥリリース８／９に関連するか、ＬＴＥリリース１０に関連
する、異なるリリースの少なくとも２つの異なるＵＥカテゴリに従って動作する性能を基
地局６０３へ信号伝達する。ＵＥカテゴリについての情報に加えて、ユーザ装置６０５は
、各ＵＥカテゴリに対する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数についての情報を信号伝
達する。
【００８８】
　例えば、ＬＴＥリリース８／９に関連する第１のＵＥカテゴリはカテゴリ３であっても
よく、ＬＴＥリリース１０に関連する第２のＵＥカテゴリはカテゴリ８であってもよい。
表１に示すように、カテゴリ３に対する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数は２であり
、カテゴリ６に対する最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数は８である。
【００８９】
　＜ステップ７０２ｄ＞
　基地局６０３は、本実施例において、各ＵＥカテゴリからの要求値、即ち、８より大き
くない、４であるＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数で動作する。ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数がより小
さい場合であるにもかかわらず、基地局６０３は、基地局６０３で使用されるＤＬ　ＭＩ
ＭＯレイヤ数、即ち、それぞれのＵＥカテゴリからの要求値よりも小さいＤＬ　ＭＩＭＯ
レイヤ数を信号伝達する。
【００９０】
　＜ステップ７０３ｄ＞
　当該ステップは、図７ｂのステップ７０３ｂに対応する。
【００９１】
　ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数が要求値より小さい場合、ユーザ装置６０５は、基地局６０３
に対して、基地局６０３によって示されるＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数又はＵＥカテゴリから
の要求値に従って、ランク、ＣＱＩ、ＰＭＩを取得して報告する。
【００９２】
　＜ステップ７０４ｄ＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０３ａと、図７ｂのステップ７０４ｂと、図７ｃ
のステップ７０２ｃとに対応する。
【００９３】
　ユーザ装置６０５及び基地局６０３は、当該ＵＥカテゴリに対する最大サポートＤＬ　
ＭＩＭＯレイヤ数と、ＬＴＥリリース１０のＵＥカテゴリとを用いて通信を行う。
【００９４】
　最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数指標のシグナリング及び制限は、適切な方法で実
装されうる。一実施形態において、黙示的なシグナリングが基地局６０３によってユーザ
装置６０５へ信号伝達される。例えば、ユーザ装置６０５のＵＥカテゴリに従って動作す
る性能のユーザ装置６０５への指標は、具体的には、ユーザ装置６０５への信号伝達、又
はブロードキャストの何れかで行われる。他の実施形態において、ユーザ装置６０５は、
ユーザ装置６０５が示すＬＴＥリリース８／９ＵＥカテゴリでの最大サポートＤＬ　ＭＩ
ＭＯレイヤ数に対応するコードブックサブセット制限での所定のデフォルト値を想定する
。コードブックサブセット制限は、ユーザ装置からの最大レポートランクを制限すること
により、ＬＴＥリリース８／９ＵＥカテゴリがサポートする最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数
にデフォルトで対応する。ＬＴＥリリース１０対応の基地局６０３は、ＬＴＥリリース１
０の最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数に従ってユーザ装置６０５を動作させたい場合
には、それらの制限を排除する可能性を有する。これは、ユーザ装置６０５の高いスルー
プットを達成する。
【００９５】
　ユーザ装置６０５は、サポート可能な最大ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数を示す明示的なパラ
メータを有するように構成されうる。デフォルトとして、当該パラメータは、限定はしな
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いが、ユーザ装置６０５が示すＬＴＥリリース８／９ＵＥカテゴリにおいて最大サポート
ＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数に対応することができる。ＬＴＥリリース１０対応の基地局６０
３は、ユーザ装置６０５のＬＴＥリリース１０の最大サポートＤＬ　ＭＩＭＯレイヤ数に
従ってユーザ装置６０５を動作させたい場合に、当該パラメータに対するデフォルト値を
設定する可能性を有する。これは、ユーザ装置６０５の高いスループットを達成する。
【００９６】
　以下では、上述した方法を、基地局６０３の観点から説明する。図８は、通信ネットワ
ーク６００においてユーザ装置６０５と通信を行う基地局６０３における本方法を説明す
るフローチャートである。基地局６０３は、少なくとも２つのユーザ装置カテゴリの選択
に従ってユーザ装置６０５と通信を行うように構成される。当該方法は、以下のステップ
を含む。なお、何れかのステップは以下で説明する以外の他の適切なステップであっても
よい。
【００９７】
　＜ステップ８０１＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０１ａと、図７ｂのステップ７０１ｂと、図７ｃ
のステップ７０１ｃと、図７ｄのステップ７０１ｄとに対応する。
【００９８】
　いくつかの実施形態において、基地局６０３は、少なくとも２つのユーザ装置カテゴリ
と各ユーザ装置カテゴリに対する最大送信レイヤ数とについての情報を呪印する。少なく
とも２つのカテゴリは、第１のユーザ装置カテゴリと、第２のユーザ装置カテゴリとであ
ってもよい。最大送信レイヤ数は、第１の最大送信レイヤ数及び第２の最大送信レイヤ数
であってもよい。
【００９９】
　いくつかの実施形態において、選択されたユーザ装置カテゴリ及び第１の最大送信レイ
ヤ数は、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）のリリース８／９に関連付けられ
、第２の最大送信レイヤ数は、ＬＴＥリリース１０に関連付けられる。いくつかの実施形
態において、選択されたユーザ装置カテゴリ及び第１の最大送信レイヤ数は、ＬＴＥリリ
ース１０に関連付けられ、第２の最大送信レイヤ数はＬＴＥリリース８／９に関連付けら
れてもよい。
【０１００】
　＜ステップ８０２＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０２ａと、図７ｂのステップ７０２ｂと、図７ｃ
のステップ７０２ｃと、図７ｄのステップ７０２ｄとに対応する。
【０１０１】
　選択されたユーザ装置カテゴリについての情報に基づき、基地局６０３は、基地局６０
３によってサポートされた第１の最大送信レイヤ数はを決定する。
【０１０２】
　＜ステップ８０３＞
　当該ステップは、図７ｂのステップ７０３ｂと図７ｄのステップ７０３ｄとに対応する
。
【０１０３】
　いくつかの実施形態において、基地局６０３は、ユーザ装置６０５からの第１の最大送
信レイヤ数に従ってチャネル状態情報を受信する。チャネル状態情報は、ユーザ装置６０
５及び基地局６０３の間の無線チャネル６０４の状態についての情報を含む。チャネル状
態情報は、ランク、ＣＱＩ、ＰＭＩ、及びＰＴＩであってもよい。
【０１０４】
　＜ステップ８０４＞
　当該ステップ図７ａのステップ７０２ａと、図７ｂのステップ７０２ｂと、図７ｄのス
テップ７０２ｄとに対応する。
【０１０５】
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　いくつかの実施形態において、基地局６０３は第１の最大送信レイヤ数についての情報
をユーザ装置６０５へ送信する。第１の最大送信レイヤ数は基地局６０３によってサポー
トされる。
【０１０６】
　いくつかの実施形態において、第１の最大送信レイヤ数は、第１の最大送信レイヤ数が
第２の最大送信レイヤ数よりも大きい場合に、ユーザ装置６０５へ送信される。
【０１０７】
　基地局６０３は、第１の最大送信レイヤ数についての情報を、無線リソースコントロー
ル（ＲＲＣ）プロトコルを介してユーザ装置６０５へ送信してもよい。
【０１０８】
　＜ステップ８０５＞
　これは、図７ａのステップ７０３ａと、図７ｂのステップ７０４ｂと、図７ｃのステッ
プ７０２ｃと、図７ｄのステップ７０４ｄとに対応する。
【０１０９】
　基地局は、第１の最大送信レイヤまでと、選択されたユーザ装置カテゴリとに従って、
ユーザ装置６０５と通信を行う。
【０１１０】
　いくつかの実施形態において、第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユーザ装置
カテゴリとを用いたユーザ装置６０５との通信は、基地局６０３からユーザ装置６０５へ
方向のダウンリンク通信である。本実施形態においてはこのような通信を、ＤＬ　ＭＩＭ
Ｏ通信と称する。
【０１１１】
　以下では、上述した方法を、ユーザ装置６０５の観点から説明する。図９は、通信ネッ
トワーク６００において基地局６０３と通信するユーザ装置６０５における本方法につい
て説明する。ユーザ装置６０５は、少なくとも２つのユーザ装置カテゴリに従って基地局
６０３と通信を行うように構成される。当該方法は、以下のステップを含む。なお、何れ
かのステップは以下で説明する以外の他の適切なステップであってもよい。
【０１１２】
　＜ステップ９０１＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０１ａと、図７ｃのステップ７０１ｃと、図７ｄ
のステップ７０１ｄとに対応する。
【０１１３】
　いくつかの実施形態において、第１の最大送信レイヤ数についての情報は、ユーザ装置
６０５で事前に設定される。
【０１１４】
　いくつかの実施形態において、選択されたユーザ装置カテゴリ及び第１の最大送信レイ
ヤ数は、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）のリリース８／９に関連付けられ
、第２の最大送信レイヤ数は、ＬＴＥのリリース１０に関連付けられる。いくつかの実施
形態において、選択されたユーザ装置カテゴリ及び第１の最大送信レイヤ数は、ＬＴＥの
リリース１０に関連付けられ、第２の最大送信レイヤ数は、ＬＴＥのリリース８／９に関
連付けられる。
【０１１５】
　＜ステップ９０２＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０２ａと、図７ｂのステップ７０２ｂと、図７ｃ
のステップ７０２ｃと、図７ｄのステップ７０２ｄとに対応する。
【０１１６】
　選択されたユーザ装置カテゴリについての情報は、ユーザ装置６０５は、ユーザ装置６
０５によってサポートされる第１の最大送信レイヤ数を決定する。
【０１１７】
　＜ステップ９０３＞
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　当該ステップは、図７ｂのステップ７０３ｂと、図７ｄのステップ７０３ｄとに対応す
る。
【０１１８】
　いくつかの実施形態において、ユーザ装置６０５は、第１の最大送信レイヤ数に従って
、ユーザ装置６０５及び基地局６０３の間の無線チャネル６０４の状態についての情報を
取得する。
【０１１９】
　＜ステップ９０４＞
　当該ステップは、図７ｂのステップ７０３ｂと、図７ｄのステップ７０３ｄとに対応す
る。
【０１２０】
　いくつかの実施形態において、ユーザ装置６０５は、取得したチャネル状態情報を基地
局６０３へ送信する。
【０１２１】
　＜ステップ９０５＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０２ａと、図７ｂのステップ７０２ｂと、図７ｄ
のステップ７０２ｄとに対応する。
【０１２２】
　いくつかの実施形態において、ユーザ装置６０５は、第１の最大送信レイヤ数について
の基地局６０３からの情報を受信する。
【０１２３】
　いくつかの実施形態において、ユーザ装置６０５は、第１の最大送信レイヤ数が第２の
最大送信レイヤ数よりも大きい場合、第１の最大送信レイヤ数についての情報を受信する
。
【０１２４】
　いくつかの実施形態において、第１の最大送信レイヤ数についての情報は、無線リソー
スコントロール（ＲＲＣ）プロトコルを介して基地局６０３から受信する９０６。
【０１２５】
　＜ステップ９０６＞
　当該ステップは、図７ａのステップ７０３ａと、図７ｂのステップ７０４ｂと、図７ｃ
のステップ７０２ｃと、図７ｄのステップ７０４ｄとに対応する。
【０１２６】
　ユーザ装置６０５は、第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユーザ装置カテゴリ
とに従って、基地局６０３と通信を行う。
【０１２７】
　いくつかの実施形態において、第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユーザ装置
カテゴリとを用いた基地局６０３との通信は、基地局６０３からユーザ装置６０５への方
向のダウンリンク通信である。
【０１２８】
　通信ネットワーク６００においてユーザ装置６０５と通信するための図８に示される方
法ステップを実行するために、基地局６０３は図１０に示す構成を有する。基地局６０３
は、少なくとも２つのカテゴリの選択に従ってユーザ装置６０５と通信を行うように構成
される。
【０１２９】
　基地局６０３は、選択されたユーザ装置カテゴリについての情報に基づき、基地局６０
３によってサポートされる第１の最大送信レイヤ数についてのを決定する決定部１００１
を備える。
【０１３０】
　いくつかの実施形態において、基地局６０３は、第１の最大送信レイヤ数についての情
報をユーザ装置６０５へ送信するように構成された送信ポート１００３を備える。いくつ
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かの実施形態において、第１の最大送信レイヤ数が第２の最大送信レイヤ数よりも大きい
場合に、決定された最大送信レイヤ数についての情報がユーザ装置６０５へ送信される。
いくつかの実施形態において、送信ポート１００３は、さらに、無線リソースコントロー
ル（ＲＲＣ）を介してユーザ装置６０５へ対して、第１の最大送信レイヤ数についての情
報を送信するように構成される。いくつかの実施形態において、選択されたユーザ装置カ
テゴリ及び第１の最大送信レイヤ数は、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）の
リリース８／９に関連付けられ、第２の最大送信レイヤ数は、ＬＴＥのリリース１０に関
連付けられる。いくつかの実施形態において、選択されたユーザ装置カテゴリ及び第１の
最大送信レイヤ数は、ＬＴＥのリリース１０に関連付けられ、第２の最大送信レイヤ数は
、ＬＴＥのリリース８／９に関連付けられる。
【０１３１】
　基地局６０３は、第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユーザ装置カテゴリとに
従ってユーザ装置６０５と通信を行うように構成された通信部１００５を備える。いくつ
かの実施形態において、第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユーザ装置カテゴリ
とに従ったユーザ装置６０５との通信は、基地局６０３からユーザ装置６０５への方向に
おけるダウンリンク通信である。
【０１３２】
　いくつかの実施形態において、少なくとも２つのユーザ装置カテゴリと、各ユーザ装置
カテゴリにおける最大送信レイヤ数とについての情報をユーザ装置６０５から受信する。
いくつかの実施形態において、受信ポート１００８は、さらに、ユーザ装置６０５からの
第１の最大送信レイヤ数に従ってチャネル状態情報を受信するように構成される。チャネ
ル状態情報は、ユーザ装置６０５及び基地局６０３の間の無線チャネル６０４の状態につ
いての情報を含む。
【０１３３】
　通信ネットワーク６００において基地局６０３と通信を行うための図９に示される方法
ステップを実行するために、ユーザ装置６０５は、図１１に示される構成を有する。ユー
ザ装置６０５は少なくとも２つのユーザ装置カテゴリの選択に従って基地局６０３と通信
を行うように構成される。
【０１３４】
　いくつかの実施形態において、ユーザ装置６０５は、第１の最大送信レイヤ数について
の基地局６０５からの情報を受信するように構成される受信ポート１１０１を備える。い
くつかの実施形態において、受信ポート１１０１は、さらに、第１の最大送信レイヤ数が
第２の最大送信レイヤ数よりも大きい場合に、基地局６０３に０３からの第１の最大送信
レイヤ数についての情報を受信するように構成される。いくつかの実施形態において、無
線リソースコントロール（ＲＲＣ）を介してユーザ装置６０５へ対して、第１の最大送信
レイヤ数についての情報が送信される。いくつかの実施形態において、第１の最大送信レ
イヤ数について情報は、ユーザ装置６０５において事前に設定される。いくつかの実施形
態において、選択されたユーザ装置カテゴリ及び第１の最大送信レイヤ数は、ロング・タ
ーム・エボリューション（ＬＴＥ）のリリース８／９に関連付けられ、第２の最大送信レ
イヤ数は、ＬＴＥのリリース１０に関連付けられる。いくつかの実施形態において、選択
されたユーザ装置カテゴリ及び第１の最大送信レイヤ数は、ＬＴＥのリリース１０に関連
付けられ、第２の最大送信レイヤ数は、ＬＴＥのリリース８／９に関連付けられる。
【０１３５】
　ユーザ装置６０５は、選択されたユーザ装置カテゴリについての情報に基づき、ユーザ
装置６０５によってサポートされた第１の最大送信レイヤ数を決定するように構成される
決定部１１０３を備える。
【０１３６】
　ユーザ装置６０５は、さらに、第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユーザ装置
カテゴリとに従って、基地局６０３と通信を行うように構成される。いくつかの実施形態
において、第１の最大送信レイヤ数までと、選択されたユーザ装置カテゴリとに従った基
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地局６０３との通信は、基地局６０３からユーザ装置６０５への方向におけるダウンリン
ク通信である。
【０１３７】
　いくつかの実施形態において、ユーザ装置６０５は、第１の最大送信レイヤ数に従って
、ユーザ装置６０５及び基地局６０３の間の無線チャネル６０４の状態についての情報を
取得するように構成される取得部１１０９を備える。
【０１３８】
　いくつかの実施形態において、ユーザ装置６０５は、少なくとも２つのユーザ装置カテ
ゴリについて情報と、各ユーザ装置カテゴリに対する最大送信レイヤ数とを基地局６０３
へ送信するように構成された送信ポート１１０８を備える。いくつかの実施形態において
、送信ポート１１０８は、さらに、チャネル状態情報を基地局６０３へ送信するように構
成される。
【０１３９】
　通信ネットワーク６００においてユーザ装置６０５と基地局６０３との間の通信におけ
る本メカニズムは、本実施形態の機能を実行するプログラムコードとともに、図１０に示
す基地局６０３の処理部１０１０や図１１に示すユーザ装置６０５の処理部１１２０など
の１つ以上のプロセッサを通じて実装される。プロセッサは、例えば、デジタル・シグナ
ル・プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）プロセッサ、フィールド
・プログラマブル・ゲート・アレイ又はマイクロプロセッサであってもよい。上述したプ
ログラムコードは、コンピュータプログラムとして提供されることができ、例えば、ユー
ザ装置６０５及び基地局６０３の少なくとも１つへロードする場合に、本実施形態を実行
するためのプログラムコードを持ち運ぶ記憶媒体の形式で提供されてもよい。しかし、メ
モリスティックなどの他の記憶媒体であっても適用することができる。コンピュータプロ
グラムコードは、さらに、サーバで実行されるプログラムコードとしてのみ提供され、遠
隔でユーザ装置６０５及び基地局６０３の少なくとも１つへダウンロードするようにして
もよい。
【０１４０】
　図１２は、シグナリング機能を含む上述の技術を実装した基地局６０３及びユーザ装置
６０５の一例を示す。基地局６０３は、ソフトバッファリングを実行する１つ以上のメモ
リ１２０３に接続された統括的な基地局コントローラ１２０１を備える。ユーザ装置６０
５に関連して、ソフトバッファリングは、ソフトチャネルビットの総量に従ってレートマ
ッチングを実行するように参照されうる。基地局６０３に関連して、ソフトバッファリン
グは、ソフトチャネルビットの総量に従ってレートマッチングを実行するように参照され
うる。無線周波数（ＲＦ）回路１２０５は、基地局に対しての無線送受信を実行する複数
のアンテナ１２０８に接続される。図１２では、４つのアンテナ１２０８は、一例として
示される。図１２のアンテナ１２０８は、図１０の送信ポート１００３及び受信ポート１
００９に対応する。図１２の例では、キャリア・アグリゲーションがサポートされている
ことを示している。図１０の決定部１００１、処理部１０１０、及び通信部１００５に対
応する複数のプロセッサは、ＨＡＲＱプロセッサ１２１０、ＵＥカテゴリシグナリングプ
ロセッサ１２１２、及びＭＩＭＯレイヤプロセッサ１２１５を含む対応タスクを実行する
。
【０１４１】
　ユーザ装置６０５は、そのリリースや、多かれ少なかれ精巧さ、帯域幅及び他の機能に
従って、同様の処理部やメモリブロックを備える。ユーザ装置６０５は、ソフトバッファ
リングを実行する１つ以上のメモリ１２２３に接続された統括的なユーザ装置コントロー
ラ１２２０を備える。ＲＦ回路１２２５は、ユーザ装置６０５に対する無線送受信を実行
するための複数のアンテナ１２２８に接続される。図１２では、２つのアンテナ１２２８
が一例として示される。図１２のアンテナ１２２８は、図１１の送信ポート１１０８と、
受信ポート１１０１とに対応する。決定部１１０３、処理部１１２０、取得部１１０９、
及び通信部１１０５に対応する複数のプロセッサは、ＨＡＲＱプロセッサ１２３０、ＵＥ
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カテゴリシグナリングプロセッサ１２３２、及びＭＩＭＯレイヤプロセッサ１２３５を含
む対応タスクを実行する。ユーザ装置６０５は、さらに、ユーザ装置６０５のユーザとや
り取りを可能にするためのユーザインタフェース１２４０を備える。
【０１４２】
　特定の実施形態などの詳細な説明を記載したが説明を目的とするものであり、限定する
意図はない。しかし、他の実施形態がそれらの特定詳細な説明から離れて採用されうるこ
とが当業者によって理解されるであろう。いくつかの例において、既知の方法、ノード、
インタフェース、回路、デバイス詳細な説明については、不要な詳細な説明により不明瞭
とならないように省略している。当業者は、上述した機能が、ハードウェア回路、例えば
、アナログ型及び離散型の少なくとも一方の論理ゲートであって、１つ以上のデジタルマ
イクロプロセッサ又は汎用コンピュータと連結してソフトウェアプログラム及びデータを
用いて専用機能、ＡＳＩＣ、ＰＬＡなどを実行するように相互接続された論理ゲートを用
いて、１つ以上のノードにおいて実装されてもよいことを理解するであろう。エアインタ
フェースを用いる通信するノードは、適切な無線通信回路も備える。さらに、本発明は、
プロセッサに上述の制御を実行させるコンピュータ命令の適切なセットを含む半導体メモ
リ、磁気ディスク、または光学ディスクなどのコンピュータで読み取り可能なメモリの形
式で実装されることが追加的に考慮されうる。
【０１４３】
　ハードウェア実装は、限定はしないが、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）ハード
ウェア、縮小命令セットプロセッサ、ハードウェア例えばデジタル若しくはアナログ、限
定はしないが特定用途の集積回路（ＡＳＩＣ）及びフィールド・プログラマブル・ゲート
・アレイ（ＦＰＧＡ）の少なくとも一方を含む回路、及び上述のような機能を実行するこ
とが可能な適切な状態マシンを含むか又は包含してもよい。
【０１４４】
　コンピュータ実装の用語において、コンピュータは、一般的に、１つ以上のプロセッサ
若しくは１つ以上のコントローラ、タームコンピュータ、プロセッサ、及び交換可能に使
用されるコントローラを備えることが理解される。コンピュータ、プロセッサ、又はコン
トローラによって提供される場合、当該機能は、単一の専用コンピュータ、プロセッサ若
しくはコントローラによって、単一の共用コンピュータ、プロセッサ若しくはコントロー
ラによって、又は、いくつかが共用されるか若しくは分散される複数の個別のコンピュー
タ、プロセッサ若しくはコントローラによって提供されうる。さらに、用語「プロセッサ
」又は「コントローラ」はまた、上述したハードウェアなどの、上述のような機能を実行
したり、ソフトウェアを実行したりすることができる他のハードウェアとしても参照され
うる。
【０１４５】
　以上説明を記載したが、上述した例示の内容で本発明を限定するわけではない。
【０１４６】
　上記説明は多くの特定事項を含むが、いくつかの好適な実施形態の説明を提供するもの
であって、限定的に解釈されるべきではない。本発明は、当業者には明らかなように他の
実施形態をも十分に含みうる。単数形で記載された要素は、”唯一の”という意味を意図
しているのではなく、むしろ明示的な記載がない限り「１つ以上の」という意味を意図し
ている。上述した実施形態の各要素における、当業者にとって既知の全ての構成及び特徴
の同等物は、本明細書の記載に明示的に含まれるものであり、本開示に含まれるものとす
る。さらに、本明細書で開示しうる事項によって解決されることが求められる、それぞれ
の及び全ての問題を解決する装置又は方法を必要としない。
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